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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第59期
第１四半期
連結累計期間

第60期
第１四半期
連結累計期間

第59期

会計期間
自2019年４月１日
至2019年６月30日

自2020年４月１日
至2020年６月30日

自2019年４月１日
至2020年３月31日

売上高 （百万円） 9,038 8,376 37,232

経常利益 （百万円） 1,401 1,251 5,791

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（百万円） 986 908 5,529

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 1,297 1,260 4,339

純資産額 （百万円） 92,290 94,700 93,921

総資産額 （百万円） 106,000 105,651 106,664

１株当たり四半期（当期）純利

益
（円） 32.66 30.04 183.07

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 86.9 89.5 88.0

営業活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） 1,767 1,624 10,295

投資活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △1,181 △2,256 △9,194

財務活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △466 △481 △1,989

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（百万円） 23,617 21,504 22,658

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

４．１株当たり情報の算定上の基礎となる「普通株式の期中平均株式数」の計算において控除する自己株式に

は、信託型従業員持株インセンティブ・プラン（E-Ship®）により「ホギメディカル従業員持株会専用信託」

が所有する当社株式が含まれております。

 

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）財政状態及び経営成績の状況

　経営成績の状況

　当第１四半期連結累計期間は、新型コロナウイルスの世界的な感染拡大により国内外の社会、経済に大きな打撃

を与えております。各国政府による保護主義的な政策や緊急対策のための財政出動、また緊急事態宣言による外

出、移動制限に伴う経済活動の抑制など、景気の先行きの不透明感は益々高まっております。

　医療業界におきましても、新型コロナウイルスの感染拡大が大きな影響を及ぼし、各医療機関においては感染防

止対策に向けた医療供給体制の整備・強化への対応を余儀なくされております。また、患者の受診抑制が進む中、

医療機関によっては感染患者用の病床確保のため、緊急性の低い手術を延期したことなどから、当該期間における

手術件数は大きく減少しました。ただし、緊急性の高い手術においては、緊急性の低い手術と比べ件数の減少が少

なかったほか、月別では、特に大規模病院や地域中核病院における手術件数が５月に最も大きく減少しましたが、

翌６月には回復の兆しを見せながら推移しております。

　また、グローバルで医療材料に対するニーズが急速に高まり、需給バランスが大きく崩れたことから医療材料の

不足が顕著となり、各供給企業に対して原材料の確保や生産能力の増強を含む製品の安定供給体制の整備等への要

求が高まっております。

　このような環境の下、当社グループでは、全社員が感染拡大防止に努めつつ、お客様への製品の安定供給を通じ

て医療現場に貢献することを最優先に企業活動を行ってまいりました。販売活動においては、感染拡大防止のため

に当社の営業員による新規販売活動を自粛したことに加え、医療機関における手術件数が大幅に減少したことが大

きく影響し、手術用キット製品を中心に売上高が減少しました。そのうち、最重要戦略製品である「プレミアム

キット」は、手術における安全性を確保しながら、術前の準備段階から、術中、術後までの業務を効率化できる付

加価値の高い製品としてご評価をいただき、この厳しい状況下にありながら、売上高は堅調に推移いたしました。

また、その他の一部の製品では、新型コロナウイルス感染拡大により一時的に売上高が増加いたしました。

　この結果、当第１四半期の売上高は8,376百万円（前期比7.3％減）となりました。キット製品の売上高は4,786

百万円（同12.7％減）、内「プレミアムキット」の売上高は2,364百万円（同0.1％増）となりました。売上原価

は、償却費が減少したものの、売上高の減少により前期に比べ原価率が上昇いたしました。販売費及び一般管理費

は、新型コロナウイルスの感染拡大防止のための活動自粛の影響等により前期に比べ減少いたしました。この結

果、営業利益は1,143百万円（同14.3％減）となりました。経常利益は、営業外収益において為替差益を計上した

ことなどから1,251百万円（同10.7％減）となりました。以上の結果、親会社株主に帰属する四半期純利益は908百

万円（同7.9％減）となりました。

　財政状態の状況

　当第１四半期連結会計期間末の総資産は前連結会計年度末に比べ1,012百万円減少し、105,651百万円となりまし

た。

　流動資産は、現金及び預金1,161百万円の減少と、受取手形及び売掛金648百万円の減少等により1,648百万円減

少し41,580百万円となりました。固定資産のうち有形固定資産は、新キット工場Ⅱ期工事の設備投資等による建設

仮勘定968百万円の増加、建物及び構築物の減価償却等による305百万円の減少、機械装置及び運搬具の減価償却等

による445百万円の減少等により、108百万円増加し51,959百万円となりました。無形固定資産は、減価償却等によ

る39百万円の減少により2,260百万円となりました。投資その他の資産は、所有する株式の時価評価等による投資

有価証券661百万円の増加等により、567百万円増加し9,851百万円となりました。この結果、固定資産は64,071百

万円となりました。

　当第１四半期連結会計期間末の負債合計は、前連結会計年度末に比べ1,791百万円減少し、10,951百万円となり

ました。流動負債は、未払金1,457百万円の減少、未払法人税等711百万円の減少等により、1,934百万円減少し

8,426百万円となりました。固定負債は、所有する株式の時価評価等に係る繰延税金負債227百万円の増加等によ

り、前連結会計年度末に比べて142百万円増加し2,524百万円となりました。

　当第１四半期連結会計期間末の純資産は、親会社株主に帰属する四半期純利益908百万円の計上による増加、剰

余金の配当による499百万円の減少、所有する株式の時価評価等によるその他有価証券評価差額金466百万円の増加

等により、前連結会計年度末に比べて779百万円増加し94,700百万円となりました。

　以上の結果、自己資本比率は前連結会計年度末の88.0％から89.5％へ増加いたしました。

　当社グループの事業は、医療用消耗品等の製造・販売並びにこれらの付随業務の単一セグメントであるため、セ

グメント別の記載を省略しております。
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(2）キャッシュ・フローの状況

　当第１四半期連結累計期間における現金及び現金同等物は、以下に記載のキャッシュ・フローにより21,504百万

円となり、前連結会計年度末に比べ1,154百万円減少いたしました。

　当第１四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益を1,251百万円、減価償却費を1,112百万円計

上し、売上債権の減少643百万円、未払消費税等の減少256百万円、法人税等の支払989百万円等がありました。こ

れらの結果、キャッシュ・フローは1,624百万円となり、前年同期に比べ143百万円減少いたしました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動によるキャッシュ・フローは、新キット工場Ⅱ期工事の設備投資等による有形固定資産の取得による支

出2,234百万円、無形固定資産の取得による支出27百万円等がありました。これらの結果、2,256百万円の支出とな

り、前年同期に比べ1,074百万円支出が増加いたしました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動によるキャッシュ・フローは、配当金の支払499百万円、信託型従業員持株インセンティブ・プラン

（E-Ship®）による自己株式の処分による収入18百万円等がありました。この結果、481百万円の支出となり、前年

同期に比べ15百万円支出が増加いたしました。

 

(3）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要

な変更はありません。

 

(4）研究開発活動

　当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、157百万円であります。

　なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 130,000,000

計 130,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2020年６月30日）

提出日現在発行数
（株）

（2020年８月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 32,682,310 32,682,310
東京証券取引所

市場第一部
単元株式数100株

計 32,682,310 32,682,310 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
 （百万円）

資本準備金残
高（百万円）

2020年４月１日～

2020年６月30日
－ 32,682,310 － 7,123 － 8,336

 

（５）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社ホギメディカル(E02315)

四半期報告書

 5/18



（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2020年６月30日現在

区分 株式数（株）
議決権の数
（個）

内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 2,393,700 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 30,252,600 302,526 －

単元未満株式 普通株式 36,010 － －

発行済株式総数  32,682,310 － －

総株主の議決権  － 302,526 －

　（注）　「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が700株（議決権の数７個）及び「ホ

ギメディカル従業員持株会専用信託」が所有する当社株式61,500株（議決権の数615個）が含まれておりま

す。

②【自己株式等】

    2020年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

株式会社ホギメディカル
港区赤坂

２丁目７番７号
2,393,700 － 2,393,700 7.32

計 － 2,393,700 － 2,393,700 7.32

　（注）１．上記のほか、株主名簿上は当社名義となっておりますが実質的に所有していない株式が200株（議決権の数

２個）あります。なお、当該株式数は上記「発行済株式」の「完全議決権株式（その他）」の欄の普通株

式に含めて記載しております。

２．「ホギメディカル従業員持株会専用信託」が所有する当社株式は、上記所有株式数には含まれておりませ

ん。

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第２項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（2020年４月１日から2020

年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2020年４月１日から2020年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2020年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 23,377 22,216

受取手形及び売掛金 11,352 10,704

商品及び製品 3,823 4,252

仕掛品 366 400

原材料及び貯蔵品 3,678 3,320

その他 631 687

貸倒引当金 △0 △0

流動資産合計 43,229 41,580

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 23,173 22,868

機械装置及び運搬具（純額） 8,765 8,320

土地 9,604 9,601

建設仮勘定 8,995 9,964

その他（純額） 1,311 1,205

有形固定資産合計 51,851 51,959

無形固定資産 2,300 2,260

投資その他の資産   

投資有価証券 7,941 8,603

その他 1,349 1,255

貸倒引当金 △7 △7

投資その他の資産合計 9,283 9,851

固定資産合計 63,434 64,071

資産合計 106,664 105,651

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 4,675 4,501

未払法人税等 1,060 349

引当金 466 155

その他 4,157 3,419

流動負債合計 10,360 8,426

固定負債   

長期借入金 175 175

退職給付に係る負債 468 394

その他 1,737 1,954

固定負債合計 2,381 2,524

負債合計 12,742 10,951
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2020年６月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 7,123 7,123

資本剰余金 8,336 8,336

利益剰余金 83,234 83,642

自己株式 △8,557 △8,539

株主資本合計 90,136 90,562

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 3,623 4,089

繰延ヘッジ損益 189 165

為替換算調整勘定 9 △71

退職給付に係る調整累計額 △141 △140

その他の包括利益累計額合計 3,681 4,042

非支配株主持分 103 94

純資産合計 93,921 94,700

負債純資産合計 106,664 105,651
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年６月30日)

売上高 9,038 8,376

売上原価 5,243 4,874

売上総利益 3,794 3,502

販売費及び一般管理費 2,459 2,358

営業利益 1,335 1,143

営業外収益   

受取利息 15 19

受取配当金 38 29

為替差益 6 43

その他 10 17

営業外収益合計 69 109

営業外費用   

支払利息 － 0

投資事業組合運用損 3 1

その他 0 0

営業外費用合計 3 1

経常利益 1,401 1,251

特別損失   

固定資産廃棄損 0 －

特別損失合計 0 －

税金等調整前四半期純利益 1,401 1,251

法人税等 422 352

四半期純利益 978 899

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△）
△7 △8

親会社株主に帰属する四半期純利益 986 908
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年６月30日)

四半期純利益 978 899

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 435 466

繰延ヘッジ損益 △83 △24

為替換算調整勘定 △32 △81

退職給付に係る調整額 △0 1

その他の包括利益合計 318 361

四半期包括利益 1,297 1,260

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 1,304 1,269

非支配株主に係る四半期包括利益 △7 △8
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 1,401 1,251

減価償却費 1,289 1,112

貸倒引当金の増減額（△は減少） 0 0

受取利息及び受取配当金 △53 △48

支払利息 － 0

投資事業組合運用損益（△は益） 3 1

為替差損益（△は益） △11 △5

売上債権の増減額（△は増加） △307 643

たな卸資産の増減額（△は増加） 301 △118

仕入債務の増減額（△は減少） △222 △170

その他 657 △106

小計 3,058 2,559

利息及び配当金の受取額 58 54

利息の支払額 － △0

法人税等の支払額 △1,348 △989

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,767 1,624

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △1,025 △2,234

無形固定資産の取得による支出 △105 △27

投資有価証券の取得による支出 △44 －

貸付けによる支出 △0 －

貸付金の回収による収入 0 －

その他 △6 5

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,181 △2,256

財務活動によるキャッシュ・フロー   

自己株式の処分による収入 18 18

配当金の支払額 △484 △499

財務活動によるキャッシュ・フロー △466 △481

現金及び現金同等物に係る換算差額 13 △41

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 133 △1,154

現金及び現金同等物の期首残高 22,903 22,658

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 580 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１ 23,617 ※１ 21,504
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【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

 

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染拡大による影響）

　新型コロナウイルス感染拡大による影響については、前連結会計年度の有価証券報告書の追加情報に記載し

た内容から、重要な変更はありません。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記

のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自 2019年４月１日
至 2019年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自 2020年４月１日
至 2020年６月30日）

現金及び預金勘定 24,054百万円 22,216百万円

預入期間が３か月を超える定期預金 △437 △711

現金及び現金同等物 23,617 21,504
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2019年４月１日　至　2019年６月30日）

１．配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年４月10日

取締役会
普通株式 484 16  2019年３月31日  2019年５月31日 利益剰余金

　（注）　配当金の総額には、ホギメディカル従業員持株会専用信託が保有する当社株式に対する配当金1百万円が含ま

れております。

 
２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間末後となるもの

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年７月10日

取締役会
普通株式 499 16.5  2019年６月30日  2019年８月30日 利益剰余金

　（注）　配当金の総額には、ホギメディカル従業員持株会専用信託が保有する当社株式に対する配当金1百万円が含ま

れております。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年６月30日）

１．配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年４月10日

取締役会
普通株式 499 16.5  2020年３月31日  2020年５月29日 利益剰余金

　（注）　配当金の総額には、ホギメディカル従業員持株会専用信託が保有する当社株式に対する配当金1百万円が含ま

れております。

 
２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間末後となるもの

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年７月10日

取締役会
普通株式 514 17  2020年６月30日  2020年８月31日 利益剰余金

　（注）　配当金の総額には、ホギメディカル従業員持株会専用信託が保有する当社株式に対する配当金1百万円が含ま

れております。

 
 

EDINET提出書類

株式会社ホギメディカル(E02315)

四半期報告書

14/18



（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自　2019年４月１日　至　2019年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間

（自　2020年４月１日　至　2020年６月30日）

　当社グループの事業は、医療用消耗品等の製造・販売並びにこれらの付随業務の単一セグメントであるた

め、記載を省略しております。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　2019年４月１日
至　2019年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2020年４月１日
至　2020年６月30日）

１株当たり四半期純利益 32円66銭 30円04銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（百万円） 986 908

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益（百万円）
986 908

普通株式の期中平均株式数（株） 30,191,789 30,223,453

　（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．「ホギメディカル従業員持株会専用信託」が保有する当社株式を、「１株当たり四半期純利益」の算定上、

期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております（前第１四半期連結累計期間97千株、当

第１四半期連結累計期間65千株）。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

（剰余金の配当）

2020年４月10日及び2020年７月10日開催の取締役会において、剰余金の配当を行うことを決議しております。

①2020年４月10日開催　取締役会決議

・配当金の総額　　　　　499百万円

・１株当たり配当額　　　16.5円

・基準日　　　　　　　　2020年３月31日

・効力発生日　　　　　　2020年５月29日

②2020年７月10日開催　取締役会決議

・配当金の総額　　　　　514百万円

・１株当たり配当額　　　17円

・基準日　　　　　　　　2020年６月30日

・効力発生日　　　　　　2020年８月31日

EDINET提出書類

株式会社ホギメディカル(E02315)

四半期報告書

15/18



第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

２０２０年８月１２日

株式会社ホギメディカル

取締役会　御中

 

EY新日本有限責任監査法人

東京事務所

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 山岸　聡　　　印

     

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 加藤　秀満　　印

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ホギメ

ディカルの2020年４月１日から2021年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2020年４月１日から2020

年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2020年４月１日から2020年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、

すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー

計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ホギメディカル及び連結子会社の2020年６月30日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい

ないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
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・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかど

うか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において

四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が

適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人

の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業

として存続できなくなる可能性がある。

・ 四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務

諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさ

せる事項が認められないかどうかを評価する。

・ 四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査

人の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な

発見事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを

講じている場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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